心臓リハビリテーション指導士制度10周年記念
「ベストオブ心リハ指導士賞　募集」延長のお知らせ
　　　　　　　　　　　第15回日本心臓リハビリテーション学会学術集会会長　伊東春樹

　　　　　　　　　　　　心臓リハビリテーション指導士認定制度委員会委員長　牧田茂

わが国での包括的心臓リハビリテーションの実現のために2000年に心臓リハビリテーション指導士制度がつくられました。おかげさまで、社会的認知度もあがり現時点で1800名をこえる指導士が誕生しております。2009年の第15回学術集会は制度発足からちょうど10年を迎えることとなりました。この年を記念してこの10年間に指導士として卓越した現場での指導力を発揮した方と業績が顕著であった方に、第15回日本心臓リハビリテーション学会としてベストオブ心リハ指導士の称号を与えたいと思います。多数の応募をお願いする次第です。

1． 応募資格

心臓リハビリテーション指導士の中で、長年にわたりコメディカルとして卓越した活動と業績を残し、心臓リハビリテーション分野での貢献が顕著で、今後も指導士として現場の心臓リハビリテーションを牽引していくことが大いに期待できる者。
2． 応募方法と提出書類（書式は自由）
1） 2名の推薦状：所属長または施設長と心臓リハビリテーション領域における応募者の指導者

2） 実績の要約：これまでの心臓リハビリテーション指導士としての具体的活動内容と実績（社会的貢献や教育的貢献を含めて）を1000字以内に記入する。

3） 履歴書（指導士資格取得日と指導士登録番号を含む）
4） 業績目録：心臓リハビリテーション分野における過去5年間の論文、書簡、総説、
　　　　学会発表リスト

3． 選考方法

本学会ベストオブ心リハ指導士選考委員会にて選考を行い、第15回学術集会にて選考結果を公表し賞状ならびに賞金の贈呈を行う。選考委員は、理事長、第15回学術集会会長、指導士認定制度委員会の代表者、教育研修委員会の代表者等とする。

選考は2名：業績の顕著な者と活動実績の顕著な者　各1名とする。
4． 応募書類送付先

学会事務局　〒100-0003　東京都千代田区一ツ橋1-1-1　パレスサイドビル２Ｆ
　　　　　　㈱毎日学術フォーラム内

　　　　　　日本心臓リハビリテーション学会　ベストオブ心リハ指導士賞係宛
5． 締め切り

2009年6月19日（金）必着
6． 本件に関するお問い合わせ

必ずメールにてお願いいたします。

指導士専用メールアドレス：　jacr-master@umin.ac.jp
※なおご回答までにはお時間がかかることがございます。余裕をもってお問い合わせいただけますようお願いいたします。
